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10
月
14
日
は
「
鉄
道
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
に
お
い
て
は
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の

「
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
」開
通
が
、
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
戦
前
に
は
、
１
９
１
４（
大
正
3
）年
か
ら
１
９

４
５（
昭
和
20
）年
ま
で
の
お
よ
そ
30
年
間
、
沖
縄

本
島
に
鉄
道
が
走
っ
て
お
り
、
宜
野
湾
村
に
も
駅

が
あ
り
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
名
称
は「
沖
縄
県
営
鉄
道
」で
、
県
民
に

「
ケ
イ
ビ
ン
」と
呼
ば
れ
、
与
那
原
線
、
嘉
手
納
線
、

糸
満
線
等
が
運
行
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、

宜
野
湾
村
に
運
行
し
た
の
は
嘉
手
納
線
で
、
那
覇

の
古
波
蔵
駅
を
起
点
に
北
谷
村
の
嘉
手
納
駅
ま

で
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
宜
野
湾
村
内
に
は
当
初
、大
山
駅
と
大
謝
名
駅

の
２
駅
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
９
２
３

（
大
正
12
）
年
2
月
26
日
に
真
志
喜
駅
が
設
置
さ

れ
、３
駅
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
一
番
大
き
い
の
は
大
山
駅
で
、
多
く

の
住
民
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。大
山
駅
は
特
に

貨
物
の
発
送
が
多
く
、
中
で
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
輸

送
が
主
で
し
た
。戦
前
の
宜
野
湾
村
は
豊
か
な
農

村
地
域
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
っ
て
い
た
た

め
、
嘉
手
納
の
製
糖
工
場
ま
で
運
搬
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
す
。大
山
駅
に
は
ト
ロ
ッ
コ
軌
道
の

引
込
み
線
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
積
み
込
み
を
助
け
て
い
ま
し
た
。ま
た
、
大
謝

名
駅
は
我
如
古
・
嘉
数
あ
た
り
の
人
が
、
多
く

利
用
し
て
い
ま
し
た
。真
志
喜
駅
は
当
初
は
無

人
駅
で
し
た
が
、
旅
客
・
貨
物
の
便
宜
を
は
か

る
た
め
に
待
合
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
便

利
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
に
広
く
利
用
さ
れ
た
軽
便
鉄
道
で

す
が
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
10
月
10
日
の
大

空
襲
以
降
は
軍
事
物
質
輸
送
に
変
わ
り
、
そ
の

後
は
戦
火
の
中
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
真
志
喜
の
市
立
博
物
館
に
は
、
当
時
の
軽
便

鉄
道
の
車
輪
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
覧
い

た
だ
き
、
か
つ
て
の
軽
便
鉄
道
の
姿
を
想
像
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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宜
野
湾
市
の

野
嵩
・
新
城
・

普
天
間
に
は
、

数
年
毎
に
ム
ラ

ア
シ
ビ
（
村
遊

び
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
ム
ラ
ア

シ
ビ
と
は
、
村

芝
居
と
も
言
い
、

ム
ラ
の
神
に
農

作
物
の
豊
作
を

感
謝
し
て
も
て

な
し
、
翌
年
の

豊
作
も
願
う
行
事
で
し
た
。
ム
ラ
人
が
歌

や
踊
り
を
披
露
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を

表
す
と
共
に
、
農
作
物
の
収
穫
を
終
え
た

ム
ラ
人
の
慰
労
の
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
行
事
は
、
沖
縄
各
地
で
み
ら
れ
、

生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
今
日
に
お
い

て
も
伝
統
行
事
、
芸
能
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

野
嵩
で
は
、
野
嵩
1
区
自
治
会
が
主
体

と
な
っ
て
子
・
午
年
に
、
新
城
は
新
城
郷

友
会
と
同
区
自
治
会
に
よ
っ
て
寅
・
申
年

に
、
普
天
間
は
普
天
間
郷
友
会
主
催
で
丑
・

巳
・
酉
年
の
５
年
周
期
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
数
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら〝
マ

ー
ル
ア
シ
ビ
（
廻
る
遊
び
）
〞と
も
呼
ん

で
い
ま
す
。
上
演
さ
れ
る
演
目
数
も
17
〜

25
と
多
く
、３
時
間
に
及
び
ま
す
。
会
場
は
、

普
天
間
で
は
ホ
ー
ル
を
借
り
て
総
会
と
合

わ
せ
て
行
い
ま
す
が
、
野
嵩
と
新
城
で
は

区
内
の
広
場
に〝
バ
ン
ク
〞と
言
う
仮
設
舞

台
を
設
営
し
て
演
じ
ま
す
。
代
表
す
る
演

目
に
は
、
野
嵩
で
は
組
踊
「
忠
臣
護
佐
丸
」、

歌
劇
「
真
玉
橋
由
来
記
」、
新
城
で
は
「
総

踊
り
」、
普
天
間
で
は
「
獅
子
舞
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ム
ラ
ア
シ
ビ
の
ほ
と
ん
ど
の
出
演
者
が

素
人
で
数
か
月
か
け
て
稽
古
に
励
み
、
本

番
に
は
と
て
も
素
人
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
演
技
に
感
動
し
ま
す
。
ま
た
、
観
客
側

で
は
身
内
や
知
人
の
出
演
と
あ
っ
て
楽
し

み
あ
り
、
ハ
ラ
ハ
ラ
あ
り
の
見
学
で
す
。

こ
の
よ
う
な
役
者
と
観
客
が
一
体
と
な
る

こ
と
と
、
上
演
を
裏
方
と
し
て
支
え
る

方
々
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
地
域
の
パ

ワ
ー
に
は
醍
醐
味
が
あ
り
、
感
動
を
覚
え

ま
す
。

　

市
立
博
物
館
で
は
、
こ
の
秋
の
企
画
展

で
「
宜
野
湾
の
ム
ラ
ア
シ
ビ
」
を
開
催
し

ま
す
。
市
内
の
マ
ー
ル
ア
シ
ビ
を
行
う
野

嵩
・
新
城
・
普
天
間
を
中
心
に
実
物
資
料

や
写
真
な
ど
、
ム
ラ
ア
シ
ビ
の
醍
醐
味
を

紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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〜秋の企画展
「宜野湾のムラアシビ」によせて〜


